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A.研究目的 
 現在 HIV検査は、土曜・日曜・夜間検査、
即日検査や NAT検査等の検査希望者のニーズ
に合わせた検査が、保健所・病院・民間クリニ

ック等の検査・医療機関で行われている。それ

らに加えて、インターネット上では、検査希望

者が検査機関に行くことなしに HIV検査を受
検することができる“HIV郵送検査”を取り扱
うWebサイトが存在し、その検査数は増加し
つつある。 

HIV郵送検査の多くは、血液をろ紙に採取し
乾燥させた、乾燥ろ紙血を検体として用いてい

る。乾燥ろ紙血は、4℃または-20℃で保管した
場合、10年以上の長期間にわたって抗体価が低

下しないことが報告されているが(Hannon WJ 

et al. A quality assurance program for 

human immunodeficiency virus 

seropositivity screening of dried-blood 

spot specimens. Infect Control Hosp  

 

Epidemiol 1989; 10:8–13.)、どのような環境

条件で乾燥ろ紙血の抗体価が低下するのかは報

告されていない。 
 本研究では、郵送検査に用いられる乾燥ろ紙

血の安定性を調べるため、保存期間、温度、湿度、

ろ紙乾燥時間が与える影響を検討することを目

的とした。 
 
B.研究方法 
パネル血漿を用いた再構成全血で乾燥ろ紙血

を作成し、保存期間、温度、湿度、ろ紙乾燥時

間が異なる条件下に静置した後にろ紙から抗体

を抽出して抗体価を測定した。 
＜材料＞ 
 以下の HIV陽性血漿 4種類と梅毒陽性血漿 1
種類のパネル血漿を用いて、再構成全血および

乾燥ろ紙血を作成した。 
HIV① SeroDetect HIV-Ab Range Validation 
Panel KZM024, #10, ZeptoMetrix社 

研究要旨 
郵送検査に用いられる乾燥ろ紙血の安定性を調べるため、保存期間、温度、湿度、ろ紙乾燥時間が

抗体価に与える影響を検討した。HIV陽性血漿 4種類と梅毒陽性血漿 1種類の再構成全血 5種類を用
いて乾燥ろ紙血を作成し、上記の条件下に静置した後に、ろ紙から抗体を抽出して抗体価を測定した。

その結果、乾燥ろ紙血を 45℃で 8日間保存した場合のみ、５種類中３種類の陽性血漿で抗体価の低下
がみられ、それ以外の温度、湿度、ろ紙乾燥時間の条件では抗体価の低下はみられなかった。すなわ

ち乾燥ろ紙血は、40℃であれば 8日間、45℃であれば 2日間は抗体価の低下が起こらないことが分か
った。このことから、乾燥ろ紙血検体を仮に通常郵送で送付した場合、抗体価の低下が起こる可能性

が低いと考えられる。 
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HIV② AccuVert HIV-1 Seroconversion panel 
0600-0250, #10, seracare社 
HIV③ AccuVert HIV-1 Seroconversion panel 
0600-0251, #10, seracare社 
HIV④ AccuVert HIV-1 Seroconversion panel 
0600-0271, #8, seracare社 
TP① Accuset Suphilis Performance panel 
0820-0422 #5, seracare社 
＜再構成全血作成＞ 
 健常人血液を 200 x gで 5分間遠心し、血漿
を除いて健常人血球を分離した。パネル血漿

55%に対し健常人血球 45%を加えて、5種類の
パネル血漿それぞれについて再構成全血５検体

を作成した（再構成全血HIV①、②、③、④、
TP①）。 
＜乾燥ろ紙血作成＞ 
再構成全血を 50μlろ紙に滴下し、乾燥させ

て乾燥ろ紙血を作成した。検体数は再構成全血

HIV①を 3検体（乾燥ろ紙血 HIV①a、①b、①
c）、再構成全血HIV②、③、④、TP①を各 1
検体（乾燥ろ紙血 HIV②、③、④、TP①）、合
計 7検体作成した。 
＜乾燥ろ紙血抽出＞ 
乾燥ろ紙血を 1.5 mlチューブに入れ、200 µl

の血清希釈液（測定キットに添付）を加えて室温

で 3 時間以上振盪して抗体を抽出し、ろ紙を除
いた溶液を 8倍血漿希釈検体として用いた。 
＜抗体価測定＞ 

HIV①、②、③、④に対してはジェネディア
HIV-1/2ミックス PA（富士レビオ）、TP①に対
してはセロディア-TP・PA（富士レビオ）のキ
ットを使用した。抗体価の測定は、添付説明書

の方法に準拠した。 
＜条件検討＞ 
1. 再構成全血の測定 
 再構成全血 5検体について、200 x gで 5分
間遠心して陽性血漿を分離し、抗体価を測定し

た。 
2. 保存期間の検討 
 保存期間の検討のため、乾燥ろ紙血の当日作

成検体、作成後室温で 2日保存した検体、作成
後室温で 8日保存した検体について、それぞれ
の条件下に置いた乾燥ろ紙血の抗体価と再構成

全血の抗体価を比較した。 
3. 温度条件の検討 
 温度条件の検討のため、4℃、45℃の条件で
2日、また 4℃、40℃、45℃の条件で 8日保存
した検体について、それぞれの条件下に置いた

乾燥ろ紙血の抗体価と再構成全血の抗体価を比

較した。低温条件設定には冷蔵庫を、高温設定

にはインキュベーターを用いた。 
4. 湿度条件の検討 
 湿度条件の検討のため、室温の低湿度と高湿

度の条件で 2日および 8日保存した検体につい
て、それぞれの条件下に置いた乾燥ろ紙血の抗

体価と再構成全血の抗体価を比較した。低湿度

にはデシケーターを、高湿度には湿箱を用い

た。 
5.ろ紙乾燥時間の検討 
 ろ紙血検体を乾燥させる時間の検討のため、

再構成全血を滴下した後すぐ検体郵送袋（密封

ポリ袋）へ封入した検体と 1時間乾燥させた後
封入した検体について、それぞれの条件の乾燥

ろ紙血の抗体価と再構成全血の抗体価を比較し

た。 
 
C.研究結果 
1. 再構成全血の測定 
再構成全血 5検体について、抗体価を表 1上

段に示した。HIV①の抗体価は 16000倍、HIV
②の抗体価は 3200倍、HIV③の抗体価は 3200
倍、HIV④の抗体価は 320倍、TP①の抗体価
は 12800倍であった。 
2. 保存期間の検討 
 作成当日、作成後 2日、作成後 8日室温で保
存した乾燥ろ紙血 7検体について、検体作成時
の条件（温度、湿度、ろ紙乾燥時間、静置日

数）と抗体価を表 1の条件番号 1、2、3に示し
た。作成当日検体の抗体価は、HIV①a、①b、
①cがすべて 16000倍、HIV②が 3200倍、
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HIV③が 1600倍、HIV④が 320倍、TP①が
12800倍であり、再構成全血と比較して HIV③
のみ抗体価の低下がみられた。作成後 2日と 8
日保存した検体の抗体価は、再構成全血と比較

して抗体価の低下がみられなかった。 
3. 温度条件の検討 
 作成後 4℃で 2日、4℃で 8日、40℃で 8
日、45℃で 2日、45℃で 8日保存した乾燥ろ紙
血 7検体について、検体作成時の条件と抗体価
を表 1の条件番号 4、5、6、7、8に示した。
4℃で 2日と 8日、40℃で 8日、45℃で 2日保
存した検体の抗体価は、再構成全血と比較して

抗体価の低下がみられなかった。 
45℃で 8日保存した検体の抗体価は、HIV①

a、①b、①cがすべて 16000倍、HIV②が
1600倍、HIV③が 1600倍、HIV④が 160倍、
TP①が 12800倍であり、7検体中 3検体（5種
類中 3種類）の検体で抗体価の低下がみられ
た。 
4. 湿度条件の検討 
 低湿度で 2日、低湿度で 8日、高湿度で 2
日、高湿度で 8日保存した乾燥ろ紙血 7検体に
ついて、検体作成時の条件と抗体価を表 1の条
件番号 9、10、11、12に示した。湿度を変化さ
せた条件では、再構成全血と比較して抗体価の

低下がみられなかった。 
5. ろ紙乾燥時間の検討 
再構成全血を滴下した後すぐ封入した検体と

1時間乾燥させた後封入した検体について、検
体作成時の条件と抗体価を表 1の条件番号 13、
14に示した。ろ紙乾燥時間がなしの検体と１時
間の検体の両方とも、再構成全血と比較して抗

体価の低下がみられなかった。 
 
D.考察 
郵送検査に用いられる乾燥ろ紙血の安定性を

調べるため、保存期間、温度、湿度、ろ紙乾燥

時間が抗体価に与える影響を検討した結果、乾

燥ろ紙血を 45℃で 8日間保存した場合のみ、５
種類中３種類（７検体中３検体）の陽性血漿で

抗体価の低下がみられ、それ以外の温度、湿

度、ろ紙乾燥時間の条件では抗体価の低下はみ

られなかった。乾燥ろ紙血は、40℃であれば 8
日間、45℃であれば 2日間は抗体価の低下が起
こらないことが分かった。 
保存日数の検討で抗体価の低下がみられ存日

数 0日の乾燥ろ紙血HIV③検体について、再度
検体を作成し抗体価を測定したところ、抗体価

は 3200倍であり、再構成全血検体の結果と一
致した。このことから初回の検体作成または抽

出時の手技による問題が考えられた。 
 温度条件の検討で、低温で保存した検体につ

いては、既知のとおり抗体価の低下がみられな

かった。高温で保存した検体のうち、45℃で 8
日間保存した検体のみ抗体価の低下がみられた

が、より高い温度で検体保存を行った場合、よ

り早く抗体価が低下する可能性がある。今回

は、夏季の郵送検査を想定し 40℃と 45℃で検
討を行ったが、これ以上の温度で検体が送付さ

れる可能性を踏まえ、より高い温度での検討も

行いたい。 
低湿度と高湿度で保存した乾燥ろ紙血を用い

た検討では、2日間と 8日間保存した検体で抗
体価の低下がみられず、乾燥ろ紙血の保存は、

低湿度・高湿度とも、少なくとも 8日間は抗体
価に影響を与えないことが分かった。 
 ろ紙乾燥時間を短くした乾燥ろ紙血を用いた

検討について、乾燥時間を短くし、室温で保存

した検体では抗体価の低下がみられなかった。

乾燥時間を短くした検体を高温で保存した場

合、保存できる期間が短くなる可能性が考えら

れるので、今後そのような条件下での検討も行

いたい。 
 
E.結論 
 郵送検査で多く用いられる乾燥ろ紙血は、

45℃で 8日間保存した場合のみ５種類中３種類
の陽性血漿で抗体価の低下がみられ、それ以外

の温度、湿度、ろ紙乾燥時間の条件では抗体価

の低下はみられなかった。すなわち 40℃であれ
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ば 8日間、45℃であれば 2日間は抗体価の低下
が起こらないことが分かった。このことから、

乾燥ろ紙血検体を仮に通常郵送で送付した場

合、抗体価の低下が起こる可能性が低いと考え

られる。 
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表 1 郵送検査の検体郵送条件検討結果一覧 

 

温度 湿度
保存
日数

ろ紙
乾燥時間

HIV①a HIV①b HIV①c HIV② HIV③ HIV④ TP①

再構成全血 x3200 x3200 x320 x12800

1 室温(18℃) 62% 0 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x1600(x3200) x320 x12800

2 室温(15-18℃) 53-62% 2 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

3 室温(14-18℃) 53-81% 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

4 4℃ 53-62% 2 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

5 4℃ 53-81% 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

6 40℃ 51-86% 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

7 45℃ 53-62% 2 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

8 45℃ 53-81% 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x1600 x1600 x160 x12800

9 室温(15-18℃) 低湿度(16%) 2 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

10 室温(14-18℃) 低湿度(16-18%) 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

11 室温(15-18℃) 高湿度(85%) 2 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

12 室温(14-18℃) 高湿度(85-87%) 8 6時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

13 室温(14-18℃) 53-81% 8 なし x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

14 室温(14-18℃) 53-81% 8 1時間 x16000 x16000 x16000 x3200 x3200 x320 x12800

乾燥ろ紙血　環境条件

x16000

乾燥ろ紙血

検体の種類
検体　PA抗体価

条件
番号
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